






















































































的なメッセ ー ジの具現化であって， 農民の「実態」を読み取ることはできないと
退け， リアルな農民の実態が描かれて資料的価値が認められている「道府県農会
報」を採用している。分析対象となる舞台は山形庄内地域と愛媛県温泉郡余土村















4県（山形県， 愛知県， 島根県， 愛媛県）の農事講習会の開設状況の分
析から， 農事講習会の基本的性格を押さえ， 第6章では， 農事講習会の教育内容
の考察へとすすむ。 その手法は徹底していて， 明治30年から44年までに刊行され
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